2014年11月1日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター

・読み：第11章51～55節、第12章1～5節
さて、前回からマントラ(真言)について説明しています。

なぜマントラの話をするのかと言えば、バガヴァッド・ギーターに神とつながった状態になるための方法のひとつとして、マントラのジャパ（繰り返し唱える事）が挙げられているからです。

神と信者、永遠で無限の存在と我々とのコミュニケーションのために、瞑想、礼拝などいろいろな方法がありますが、マントラもひとつのとても有力な方法です。
前回、仏教、キリスト教、イスラム教など、ヒンズー教以外の各宗教でマントラがどのように使われているか、例を挙げて説明しました。

そして、

その意味を深く集中して考え、繰り返し唱えることによって解脱がもたらされる言葉

というマントラの定義についても話しました。
さらにマントラは、聖なる公式(Holy Formula)、神秘的な公式(Mystic Formula)、神の住処などとも呼ばれていると話しました。

科学に公式があるように宗教にも公式があり、それがマントラです。

ここで神秘的な公式と言うのは、深く瞑想している聖者の心の中に湧き上がってきた音節がマントラであり、なぜそのサウンドが神聖なマントラなのかをそれ以上説明できないからです。
神の住処と言うのは、マントラを唱えることによって神と出会うことができるからです。
一番古いマントラはヴェーダの中にありますが、儀式の時にもマントラが唱えられます。
日本でも仏教寺院たとえば高野山、成田山などでも儀式の際マントラが唱えられますが、ホーマ（護摩）の儀式の源はインドにあり、マントラはもともとサンスクリット語で、それが時には中国などを経由して日本の真言に変化したのかもしれません。
サンスクリット語はとても神聖で美しい言葉であり、正しい発音で完璧に唱えられたマントラからは神聖な波動が生じます。
儀式や礼拝ではマントラを唱えますが、たとえば供物を供える時にもマントラを唱えます。

儀式のマントラ以外に平安のマントラ(シャンティ・マントラ)もあります。
シャンティ・マントラを唱える目的は皆さんの幸せと平安のためですが、勉強の前後にも師と生徒の幸せを願って、シャンティ・マントラを唱えます。
このクラスでも講話の前には「オーム　サハナーヴァヴァトゥ～」(Om sahanavavatu～)、終わりには「オーム　プールナマダッ～」(Om purnamadah～)と唱えますが、これもシャンティ・マントラです。

インドで聖典勉強の前後には、必ずこの平安のマントラが唱えられます。

さて、これから儀式のマントラ、平安のマントラ以外に三種類のマントラについて説明します。
(1) 自己の本性を理解するためのマントラ

「サ　アハム(Sah aham)」は「それは私です」という意味のマントラで、これを続けて発音すると、変化して「ソーハム(So ham)」となります。

ここで「それ」とはブラフマンを指します。

「私はブラフマンであり、私の本性とブラフマンの本性は同じです」というのがこのマントラの意味です。
ブラフマンの本性とはサッチダーナンダ「絶対の存在・知識・至福」であり、この偉大なレベル(マクロレベル)でのブラフマンの本性が、個人レベル(ミクロレベル)での我々の魂、内なる自己（アートマン）の本性でもあるのです。

ギャーナ・ヨーガの実践者は、絶えずこのソーハムというマントラを唱えます。

自分の本性を理解したい人に、このマントラは大変適しています。

では皆さん、一緒に唱えてみましょう。(参加者と一緒に唱える)
大切なのは口先で唱えるのではなく、その意味に心を集中することです。

マントラを唱えることと瞑想は一緒なのです。

マントラを唱えながら心では次の予定のことを考えているようでは、結果は出ません。

たとえ8～10時間唱え続けたとしても、あまり効果は現れません。
全く効果がないのかと言えばそうではなく、少しは効果があるのですが、本人が期待するほどではありません。

マントラの結果を求めるのであれば、その言葉の意味を深く考えてください。

(2) 神聖になるためのマントラ(ガーヤトリー・マントラ:Gayatri Mantra)

とても有名で人気のあるマントラで、インドでは頻繁に唱えられています。

このマントラを唱えることで神聖になります。

Om Bhur-Bhuvah-Suvah　　　　　　　オーム　ブール　ブヴァッ　スヴァハ
Tat-Savitur Varenyam　　　　　　　タット　サヴィトゥール　ヴァレンニャム
Bhargo-devasya dhimahi　　　　　　バルゴー　デーヴァッシャ　ディーマヒ
Dhiyo yo nah prachodayat　　　　　ディーヨーヨー　ナハ　プラチョー　ダヤット
　　昔はブラーミン（カースト）だけがこのガーヤトリー・マントラを唱えていました。

時代を遡ると古いヴェーダの時代にはそのような伝統はなかったのですが、ある時からブラーミンだけがこのマントラを唱えるというのが社会の伝統となりました。
そして現代ではブラーミンでなく、さらにインド人やヒンズー教徒でなくても、誰もがこのガーヤトリー・マントラを唱えるようになりました。

神聖になりたいのであれば男女、国籍、宗教、カーストに関係なく、誰でもこのマントラを唱えて構いません。

それではこのマントラの伝統的な唱え方をしてみます。(スワミが節をつけて唱える)

これが伝統的な唱え方ですが、皆さんは必ずしもこのように唱える必要はなく、きちんとした発音で唱えることが大事なのです。
ではこのマントラの意味を説明します。

絶対の存在の栄光が持つ光を、我々は瞑想します。この地球、天国、地球と天国の間の場所は、この絶対の存在から生じました。その存在よ!　どうか我々の心を照らしてください。我々の知性を導いてください。

(3) 守護のマントラ(マハー・ムリットゥンジャヤ・マントラ:Maha Mrityunjaya Mantra)
困難や危険に直面した時、信仰を持つ人はこのマントラを唱えます。

Tryambakam yajamahe　　　　　　　 トラヤムバカム　ヤジャーマヘ
Sugandhim pusti-vardhanam　　　　 スガンディム　プシュティヴァルダナム
urvarukamiva bandhanat　　　　　　ウルヴァールカミヴァ　バンダナット
mrityor-muksiya maamritat　　　　 ムリットョール　ムクシヤ　マームリタット
このマントラも伝統的な唱え方をしてみます。(スワミが節をつけて唱える)

意味を説明します。

私は超越状態を知る神を礼拝します。神よ!　あなたはすべての繁栄を与えています。熟した果実が樹から落ちるように、私を死の束縛から解放してください。不死であるという自分の本性を忘れませんように。
シヴァ神を礼拝する時は、この守護のマントラを唱えます。
ヴェーダのマントラとして儀式のマントラ、平安のマントラに加えて、自分の本性理解のためのマントラ、神聖になるためのマントラ(ガーヤトリー・マントラ)、守護のマントラ(マハー・ムリットゥンジャヤ・マントラ)の三種類を紹介しました。

次にタントラのマントラについて説明します。

ヒンズー教の聖典を時代順に見ると、最初はヴェーダ、次にダルシャナ（哲学）、それからラーマーヤナやマハーバーラタなどの叙事詩、そしてプラーナ聖典(ヴィシュヌ・プラーナ、バーガヴァタ・プラーナ)、一番新しいのがタントラです。

タントラのシヴァとシャクティ(シヴァとドゥルガー)というコンセプトは、サーンキャ哲学におけるプルシャとプラクリティ、ヴェーダのブラフマンとマーヤ、プラーナのクリシュナとラーダ、というコンセプトと共通性があります。

タントラのマントラは新しい形式を持っています。

オーム(Om)、リム(Hrim)、クリム(Klim)、オイム(aim)などのヴィージャ・マントラ(種のマントラ)に神の名を合わせたのがタントラのマントラです。

ポピュラーなマントラである「オーム・ナマ・シヴァーヤ」(又は「オーム・シヴァーヤ・ナマハ」)、「オーム・ナマ・クリシュナーヤ」等にならって、オームに南無阿弥陀仏の南無のもとになっているサンスクリット語ナマ、それに神の名を加えて「オーム・ナマ・神の名」という形にすれば、理論的には我々でも自由にマントラを創れるように思えます。

しかし実際にその言葉を唱えた結果悟れなければ、いくら形式的にマントラの要件を備えていても、それはマントラとは呼べません。
タントラの霊的実践をしている聖者の心に降りてきた新しい神秘的な音節が、タントラのマントラにおけるヴィージャ・マントラとなりました。
ヴェーダにはヴィージャ・マントラという概念はなかったのですが、ヴェーダのマントラであるオームはタントラのマントラではヴィージャ・マントラとして使われ、伝統的なヴェーダのマントラ以外にも新しい多くのヴィージャ・マントラが、タントラのマントラには使われています。

リム(Hrim)、クリム(Klim)、オイム(aim)などのヴィージャ・マントラは、ヴェーダの時代には存在しませんでした。

タントラのマントラのひとつの特徴は、今説明したヴィージャ・マントラですが、もうひとつの特徴が神の名です。

イニシエーションは、グルからマントラを頂く儀式です。それは、ほとんどがタントラの伝統にのっとっていて、そこで使われるマントラもタントラのマントラです。

ではタントラのマントラにはなぜ神の名が含まれるのでしょうか?
神と神の名は同じであるという信念が、タントラのマントラに神の名が使われる理由です。
これはとても論理的な考え方です。
名前とそれが指し示しているものを、分けて考えることができるでしょうか?　できません。
ある人の名前を考えれば、その人の姿が思い浮かびます。

名前とその人の形を切り離して考えることはできません。

四人の人間が寝ている時、「佐藤さん!」と呼びかけると佐藤さんだけが起き上がります。
人は皆名前と自分を同一視しているからです。

たとえば新聞に自分の名前が載ると、それが何らかの業績によるものであれば喜び、犯罪者として載った場合は恥ずかしいと考えますが、どちらの場合も自分と自分の名前を同一視しているからです。
神も同じで、シヴァの名を唱えればシヴァ神とつながった状態になります。
普通の人間の聴力には限度がありますが、神には聴力の限界はなく、どんなに離れていても神にはあなたの呼びかけが聞こえます。神は全知・全能・遍在です。

面白い話があります。

あるイスラム教徒が大声で「アッラー! アッラー!」と叫んでいました。

それを聞いたある人が、「なぜそんなに大声で神の名を呼ぶのか!　神は我々には決して聴き取ることができない蟻の足音さえ聞こえるというのに!」と言いました。
小さい声でも、或いは声に出さずとも心の中で「オーム・ナマ・シヴァーヤ」と唱えれば、神には通じます。
神と神の名が同じであるということについて、面白いたとえ話があります。

シュリ・クリシュナの誕生日に、その妻はクリシュナの体重と同じ重さの金塊を人々に寄付しようと考えました。
そして大きな天秤の片方の皿にシュリ・クリシュナを載せ、もういっぽうの皿に金塊を積んでいきましたが、どれだけ積んでもクリシュナのほうが重く、釣り合うことはありませんでした。
クリシュナ神を礼拝する時に用いられる、トゥルシーという神聖な葉があります。
ある信者が「神の重さを金で測ることはできません。トゥルシーの葉の表面にビャクダンのペーストでシュリ・クリシュナの名前を書いて、それを金塊の代わりに秤に載せてみてください」と助言しました。
その通りにしてみると、シュリ・クリシュナの名を書いた一枚の葉と、シュリ・クリシュナの重さはぴったり釣り合いました。

我々がそうであるように、神も自分と自分の名前を同一視しているので、マントラで神の名を唱えれば、神は自分が呼ばれていることがわかるのです。
タントラのマントラがどのように作られているかは今説明しましたが、ヴェーダのマントラのオームは、タントラのヴィージャ・マントラとしてもとても多く使われています。
それはオームがとても神聖で普遍的な音節だからです。
オームは三つの音から成り立っており、もとはサンスクリットなのを敢えてアルファベットで表すと、それぞれＡ(アー)、Ｕ(ウー)、Ｍ(マ)となります。

三つを続けて発音するとＡＵＭ＝ＯＭ(オーム)になります。
オームは、基本的で普遍的で神聖なマントラです。
なぜ基本的なのかと言えば、人が最初に声を出す時はおなかから風を生み出します。

その風が喉の筋肉を圧迫すると音が出るのですが、最初に喉から出る音は誰でも自然にアーであり、風が口の中に上がってくるとウー、口から出て行ってしまうとマとなります。

これは人種や言語を問わない、人間にとって自然な発声のメカニズムであり、これがオームが基本的だという理由です。
すべての言語に共通する音節としてオームがあり、これを基本としていろいろな組み合わせで多くの新しい音節が生まれました。
オームはキリスト教では説教の後に唱えられるアーメン(Amen)になり、またイスラム教ではアミン(Amin)になっているという説がありますが、これがオームが普遍的であるという意味です。

またオームはとてもシンボリックな音節です。
アー：創造と創造神ブラフマー　

ウー：維持と維持神ヴィシュヌ　

マ　：破壊と破壊神シヴァ

を表しており、すべてを合わせた音節オームはブラフマンのシンボルだと言われています。
また、

アー：地球　　
ウー：地球と天国の間の場所　

マ　：天国　　　　　
を表しています。

さらに、

アー：目覚めの状態　

ウー：夢見の状態　

マ　：夢を見ない深い睡眠状態

であり、オームは超越状態を表すともいわれています。

また、
　

アー：リグ・ヴェーダ　

ウー：サーマ・ヴェーダ　

マ　：ヤジュル・ヴェーダ
のシンボルでもあります。
最後にオームが神聖であるというのは、それを唱えることでその人が浄められるからです。
オームについて説明しましたが、ではなぜマントラは何回も繰り返し唱える必要があるのでしょうか?
グルが弟子にイニシエーションのマントラを授ける時、「このマントラを少なくとも108回唱えなさい」などと言います。

我々は世俗的な状態にあり、それを変えたいなら神聖なバイブレーションを注入しなければなりません。

我々は意識の中だけでなく、潜在意識の中にも不純で否定的なものをたくさん抱えています。

普通の意識に比べて、潜在意識はコントロールするのがとても難しいのですが、ひとつの方法がマントラを唱えることです。

マントラを繰り返し唱えることで、その純粋な波動が意識から潜在意識に浸透して、我々を浄化します。
ガラスのインク瓶は、一回洗っただけではきれいにはなりません。

インク瓶を他の用途に使いたいなら、そこにインクが貯められていた年月に応じて、きれいな水で何回も繰り返し洗わなければなりません。

インク瓶の本性は透明であり、インクによって一時的に汚れているだけなので、洗うことによってその本性を取り戻せます。
インク瓶にはインクを入れる前は曇りがありませんでした。

同様に我々の本性も、マーヤによって一時的に汚れているに過ぎません。

我々の意識、潜在意識が汚れている状態は一時的であり、永遠な状態ではありません。
この一時的な状態を、インク瓶をきれいな水で何回も洗うように、マントラを繰り返し唱えることによって、永遠のきれいな状態に戻せます。

我々の意識のどれほど奥深くまで世俗的な考えが入り込んでいるか、皆さんにはわかりません。
これを浄化することは容易ではありませんが、マントラを何度も唱えることで可能なのです。
マントラを繰り返し唱えることの必要性について説明しましたが、ではなぜ108回なのでしょうか。
仏教でも108という数は特別な意味があり、たとえば数珠は108玉が基本となっています。

この108の意味について、ひとつの説を紹介します。

まず100は全体(wholeness、completeness、fullness)のシンボルです。

次に5は五大元素(地・水・火・風・空)を表します。
残りの三つは、太陽・月・自分の魂、です。

すべてを足し合わせて108です。
次に、マントラの唱え方を説明します。

・ヴァーチカ(Vachika)  :普通の声(他人にも聞こえる)
・ウパンシュ(Upanshu)  :小さな声(他人に聞こえない囁き)
・ジハヴァ(Jihva)      :舌だけ(口は閉じたまま動かさない)
・マーナシカ(Manasika) :無言(心の中で唱える)
最後のマーナシカはマナス(Manas:心)がもとになっている言葉です。

他人に聞こえる声より小さな声のほうが好ましく、さらにそれよりも口を閉じて舌だけを動かすのが良く、最も良いのは心の中で唱えることだとされています。
聖典でも心の中でのジャパ(マントラを繰り返し唱えること)が勧められています。

心の中でのジャパは周りに人がいようが、仕事中であろうが、どんな環境にいても可能です。

電車やバスの中で声を出して「オーム・ナマ・シヴァーヤ」などと唱えたら、周りの人間からおかしな人だと思われるでしょう。
マーナシカはいつでも、どこででもできます。

それでは声を出すヴァーチカは必要ないのかと言えばそうではなく、たとえば心が落ち着かない時などには有効です。

マントラには普通のマントラと、グルから授けられたイニシエーションのマントラの二種類があります。

普通のマントラは他人に聞こえても構いませんが、グルから与えられたマントラは絶対に他人に聞かせてはいけません。

心が落ち着かない時、周りに誰もいないことを確認したうえで、グルから貰ったマントラを声に出して唱えると、心は徐々に静まっていきます。

そして声に出すことで、唱えている本人がそれを聞くという効果もあります。

口という感覚器官で声に出し、それを耳という感覚器官で聞くのです。

またグループでマントラを唱和する時、もちろんヴァーチカは必要です。

そしてどの唱え方でも、ゆっくり、そしてはっきり唱えることがとても大切です。

また、集中してマントラを唱え続けると、だんだん無意識のうちに心がマントラを唱えるようになります。起きている時も寝ている時も心の一部分はマントラを唱えている－これが「アジャパジャパ」というジャパの実践の最高の状態です。
マントラの回数の数え方ですが、ヒンズー教の伝統では指で数えたり数珠を使って数えたりします。

数珠は108玉のものもありますが、それでは長すぎるという人のために半分の数の54玉のものもあります。

ジャパの際はマントラの意味に心を深く集中させることが必要だと言いました。
日本の仏教ではマントラ(お経やお題目)を唱える時は、それだけを行います。

また禅宗で座禅(瞑想)する時はマントラは唱えません。 

これに対してヒンズー教ではマントラを唱えながら瞑想しますが、このようにマントラと瞑想を両方合わせて行うということは日本の仏教の伝統にはあまりありません。
ジャパしながらの瞑想、瞑想しながらのジャパ、どちらも同じで両者は一体なのです。

毎日長時間、長期間にわたってジャパを続けているのに、あまり成果が出ない人がいます。
その大きな原因はマントラを唱えながら、心で買い物、仕事、食事などを考えているからです。

マントラを10万回唱えれば神聖なれる、と考えるのは間違いです。

マントラの意味に集中しているかどうかが問題です。

また唱えるマントラをころころ変えるのもよくありません。

今週は「オーム・ナマ・シヴァーヤ」、来週は「オーム・ナマ・クリシュナーヤ」などとあれこれ変えるのではなく、自分のマントラとしてひとつに絞ったほうが良いのです。
今は本などでもいろいろなマントラを知ることができます。

あるマントラを一ヶ月唱えて、どうも結果が出ないようなので別のマントラを試してみよう、というのはよくありません。

マントラを自分で選ぶことももちろん可能ですが、それが自分にとって最適のマントラであるという確信がなかなか持てないので、ヒンズー教の伝統ではグルにイニシエーションを受け、マントラを選んでもらうことが重視されています。
グルは弟子のことを完全に理解して、熟慮したうえでマントラを与えるので、弟子も信頼してそのマントラを受け入れ、長く続けることができます。

グルから授けられたマントラと、本やインターネットで得たマントラではその力が違います。
グルも悟った師からイニシエーションのマントラを受け、そのマントラで悟っています。
そのグルが弟子に適したマントラを選んで与え、やがて弟子もそのマントラで悟りを得てグルとなり、自分の弟子にイニシエーションを与える、という形でグルから弟子へマントラのフレーズだけでなく、その悟りの力も伝承されていくのです。
このことは本を読んだり、CDを聞いたりするだけでは絶対に不可能です。

ですからヒンズー教では、グルからイニシエーションを受けることが理想とされるのです。

ここで、ラーマクリシュナ・ミッションの伝統について少しお話します。
インドでもヒンズー教の宗派がいろいろあり、日本でもそうですが、イニシエーションに当たってそれを受ける側が金銭を支払う、というシステムになっている宗派もあります。

我々ラーマクリシュナ・ミッションでは、イニシエーションの際金銭を要求することはありませんし、イニシエーション後も他の神を崇拝したり、他宗教の礼拝施設を訪れたりすることを禁じていません。もちろん改宗も求めません。
神は普遍的であり、信仰の数だけ道があると考えているからです。

また宗派によっては、イニシエーション後に菜食主義者になることを要求するところもありますが、ラーマクリシュナ・ミッションではそれも求めません。

もちろん、どんな食事が体に良くどんな食事が悪いのかというアドヴァイスはありますが、自分で考えて食物を選んでください、ということです。

マントラのジャパによって何がもたらされるか、についてお話しします。

ジャパの結果が出るためには、信仰と実践の両方が大切です。

種を植えても、すぐに芽が出て大きな木になるということはありません。

「桃栗三年柿八年」という言葉があります。

私にも経験がありますが、「待ちきれないのですぐにイニシエーションしてほしい」と言ったのに、イニシエーション後にどうもあまり実践しているように見えない人がいます。
それではあまり意味がありません。
結果が出ないからと言ってすぐにあきらめずに、信仰と忍耐をもって続けてください。

ではマントラによってもたらされる結果ですが、まず否定的な考えに抵抗する力が生まれます。

人は誰でもどうしたらストレスをなくせるかを知りたがりますが、ストレスは否定的な考えによって起り、自分は考えたくなくてもずっとその否定的な考えにとらわれ続けます。
現代社会ではストレスは伝染病のように蔓延しています。

ストレスを抑えるために薬を飲むと心が鈍感になり、これは問題です。
否定的な考えを止めるためには、肯定的な考えを持つことが必要です。
肯定的な考えの代表例がマントラです。

冷蔵庫の中のサーモスタット(自動温度調節装置)のように、ジャパは心の中の否定的な考えをコントロールします。
サーモスタットは温度をコントロールしますが、これに対して私はジャパスタットという言葉を使っています。

否定的な考えをなくすためだけではなく、誘惑や挑発に直面した時にもジャパは有効です。

これは想像ではなく、私自身の経験に基づいて話しています。

カンガルーの赤ちゃんは危険に出会うと、すぐに走って母親のおなかの袋に逃げ込みます。

マントラは母カンガルーのおなかの袋のようなものです。

マントラを唱えることによって、肉体、心、感覚が無意識のうちに浄化されます。
言葉にどれほどの力があるかご存知ですか?
たとえばある人を「素晴らしい」と褒め称えると、その人は喜びます。

もし「馬鹿」と言えばもちろん怒りますが、考えてみれば「素晴らしい」も「馬鹿」もどちらもただの言葉にすぎません。
しかしその言葉の内容によって、それを聞いた人の反応は正反対になります。

マントラの言葉の力で罪人が聖者になった例があります。

叙事詩「ラーマーヤナ」の作者であるヴァールミーキは、もともとは盗賊で多くの人を殺しており、アングリマーラのような悪人でした。

ある時彼は聖者ナーラダに出会い、ラーマ神の名を唱えるように教えられ、「ラーマ、ラーマ～」と唱え続けて、ヴァールミーキという聖者になりました。

マントラで不純な人間が純粋になり、心が静かで穏やかになります。

またマントラを唱えると神に守護されているという感覚が生まれ、困難の時でも自信を持ってそれに立ち向かえます。

同じ病気の病人に同じ薬を処方しても、ある人は治りある人は治らない、という経験をしている医者は多くいます。その違いは神の守護があるかどうかです。

長くマントラを唱え続けていれば病気になっても、自分は神に守られており、たとえ病気で亡くなったとしても死後も神の守護がある、という安心感が生まれ心が落ち着きます。
神を信じてマントラを唱えるなら、神経衰弱になることなく、自信をもって困難や危険に立ち向かえます。
そして最終的には悟ることができます。
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